
1 

 

【英語教育学 VII】 

Rのインストール 

 

 

 

 

 Rとは・・・ 

オープンソース・フリーの統計分析用ソフトウェア 

 SPSSとの違い 

1. 無料（SPSSは学内にいる間は無料だがその後・・・） 

2. 基本的にプログラムを打ち込んで作業を行う 

3. グラフィックが綺麗 

4. 様々な統計手法を使用出来る 

 Rのインストール 

http://www.r-project.org/ 

から Rのベースソフトをダウンロード 

下図の「To download R」からダウンロード先を選択。 

 

 

 ダウンロード先の選択画面では各国のサーバーを表示しているため、下にスクロールし、

Japanの項目から http://cran.md.tsukuba.ac.jp/を選択。 

 

 

 次ページ最上段の「Download R for Windows」などから OSに対応したファイルをダウンロ

ードする。 

 

http://www.r-project.org/
http://cran.md.tsukuba.ac.jp/
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 次のページから「base」のリンクをクリックし、 

 

 Download R 3.0.0 for Windows をクリックし、インストールファイルをダウンロード。 

インストールファイル R-3.0.0-win.exeは適当なところ（デスクトップなど）に保存。 

 

 ダウンロードしたインストールファイルを実行し、インストールを開始（基本的にこれ以降イ

ンストールが完了するまで「はい（Y）」と「次」をクリックしていただければ問題ありません）。 

 インストール中、「コンポーネントの選択」画面では自分の OS に適合したシステムのファイ

ルにチェックを入れてください（別に初期状態でも問題ありません）。また、Core Files と

Message Translationsには必ずチェックを入れておいてください。 
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 次の起動時オプションの画面では「いいえ」にチェックをいれておいてください。 

 このあと順にインストールを進めていけば R本体のインストールが完了します。 

 

 Rの実行方法 

Rのアイコンをダブルクリックして Rを起動してください。すると以下のような画面が出てき

ます。基本的にこの画面にプログラムを打ち込んで統計処理を行なっていきます。 
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 処理の基本 

1. 必ず「setwd()」、もしくは「ファイル」→「ディレクトリの変更」から作業ディレクトリ

を設定してください。作業ディレクトリは「getwd()」を実行すると確認できます。 

2. 分析に使用するデータは必ず作業用のディレクトリに保存しておくよう、お願いします。

また、そのファイル形式はカンマ区切り(csv)ファイルで保存するようにしてください。 

 以上で R実行の手順は揃いました。 

これ以降の統計分析の方法や、グラフ描写などの方法は 

http://cse.naro.affrc.go.jp/takezawa/r-tips/r.html 

やその他 R関係の書籍を参考にしてください。 

 その他注意点 

1. 分析結果が文章で提示されるため、論文掲載用に体裁を整える際には注意が必要。 

2. 基本的にセキュリティ上の問題等がない場合、アップデートを行わないほうが、その他の

パッケージを実行する上でエラーが発生することが少ないため推奨される。 

3. 必要なパッケージは「パッケージ」→「CRANミラーサイトの設定」から「Japan(Tsukuba)」

を指定し、「パッケージ」→「パッケージのインストール」からインストールして使用する。 

 

ミラーサイト選択画面           パッケージ選択画面 

 

  

http://cse.naro.affrc.go.jp/takezawa/r-tips/r.html
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R commanderのインストール 

 

 R commander とは… 

Rの実行に必要なプログラムの入力を極力避け（実際殆どの場合使用しない）、SPSSやその他

の統計ソフトと同様にクリックだけで分析ができるようにする拡張パッケージ。 

 

【参考】Macユーザーの方は大阪大学の今尾先生の開発されたMacRというソフトを利用す 

    るとよりお手軽に分析できます（ただし、現時点で開発中ということ、一部の計算が   

    できないことなどもありますので、統計の結果には注意が必要です）。 

 

 Rを使って普通に t検定を行う場合… 

1.データセットを作って… 

 

2. t.test実行の指示を出して… 

 

3.上の黒字の部分を参照してそれぞれの値を解釈する。 
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 一方、R commander （Rcmdr）を使うと… 

 library(Rcmdr) 

と入力すると… 

 

こんな画面が出てくる。 

 

これを使えば、SPSSなんかと同じようにスクリプト入力なしで t検定できちゃいます！ 

 

 R commander 導入の手順 

「パッケージ」→「パッケージのインストール」（CRAN のミラーサイトを設定していない場

合は、「CRANミラーサイトの設定」から「Japan(Tsukuba)」を設定）→Rの階層にある「Rcmdr」

を選択し、OK。他にもたくさんパッケージがあるが、これらは自動で後からインストールされ

る。 

 

もし CRAN へ接続できないようなら、インストーラーを使用せず、CRAN のホームページか

ら「Rcmdr」を事前にダウンロードし、「ローカルにある zipファイルからのパッケージのイン

ストール」から対応する（ただし、この場合適切な補助パッケージもダウンロードしておく必

要がある）。 
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*一度目にインストールした際にはおそらく上記のようにエラーが出ると思いますが、「はい

（Y）」をクリック。 

 

 

すると、上記の画面が現れるので、CRAN の項目にチェックが入っていることを確認し、OK
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を押す。すると自動的にインストールがされる。 

 

 library(Rcmdr) 

 で R commanderが起動するかどうかチェック。 

 

 R commander を使って実際に分析してみる 

スクリプトを入力して実行した t検定を R commanderを使ってクリック統計でやってみる。 

 

「データ」→「データのインポート」→「テキストファイルまたはクリップボード、URLから

…」をクリック（SPSSなどのセットがある場合は他の選択肢を選択）。 
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最上段の「データセット名を入力」の欄に適当な名前をつけ、 

csv ファイルを使用する場合、中段の「フィールドの区切り記号」を「空白」→「カンマ」に

変更する。→「OK」をクリックする。 

 

すると、対応するファイルを選ぶ画面になるので、使用するファイルを選択し、「Open」をク

リックする。 

 

 

「データセットの編集」をクリックすると、上記のような画面が現れる。直接数値を変更する

ことは出来ないが、行や列の削除程度ならできる。 
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また、「データセットを表示」で下記のようなデータセットが見れる。 

 

 

統計量」→「対応のある t 検定」を選択すると下記の画面になる。ここで、第一変数と第二変

数をそれぞれ選択し、「OK」をクリックする。 

 

すると… 
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「出力ウィンドウ」で結果が提示されるので、その内容と、先ほど Rでスクリプトを打ってや

った結果、または SPSSで出力した結果と比較してみよう。 

 


